
　文科省は、教員免許更新制度を廃止し「新たな研修
制度」（教育公務員特例法及び教育職員免許法の一
部を改正する法律）を制定しました。今年度より適
用されています。
　教員免許は以前のように生涯有効に戻りますが、
「新たな研修制度」において、任命権者が「研修等の
記録を作成しなければならない」とされ、管理職に
おいてはその記録作成に時間を費やすことになりそう
です。「キャリアパスポート」同様、現場には混乱を
招くことが予想されます。また、その記録を作るため
に、研修への参加強制・増加が懸念されます。
　普段の教材研究の時間を確保しないまま研修を増
やせば、通常の授業の質の低下、そして教員人気の
低下による人不足につながることにいつになったら
気が付くのでしょうか。
　なお県教委は2022年11月の交渉において、「教員
の自主性を尊重した研修」とするよう愛教労が求め
たのに対し「国のガイドラインに沿った研修制度の
構築を考えている」との立場を示しました。また、校
長が必要とする研修と教員が必要と考える研修のい
ずれが優先されるかとの問いに対し、「両者が充分
話し合うことを前提として、教職員が必要と考える研
修が優先される」と回答しています。　　
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戦争反対！暴力反対！

「新たな研修制度」を新たな負担にさせない
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愛教労主催［教員採用学習会］
　常勤･非常勤講師で採用試験受験予定の方
是非ご参加を！　


